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大阪城公園 第9回 

　JR環状線大阪城公園駅を降
りて公園を進むと、正面に金色
をほどこした天守閣が見えてき
た。大きな堀の手前に、そっと
たたずむ石碑。「大阪砲兵工廠
跡（ほうへいこうしょうあと）」
と刻まれている。この公園一帯
は、戦争当時、日本陸軍の兵器
などを作る施設があり、6万7
千人もの人が働いていた。終戦
の前日（8月14日）に、大阪

空襲の標的となった理由もここにある。 
　極楽橋を渡り、西大門を抜けて、天守閣に向かうと、登りが始
まる。うっすらと額ににじむ汗。遠くから見えていた石垣に近づ
いてみると、長方形に切り出された石の一辺は7mを超える。築城
当時の秀吉の力の大きさを表すかのようである（写真）。 
　その山里曲輪（くるわ）と呼ばれる石垣の中に、黒くへこんで
削れたところがある。先の戦争での空襲の弾痕である。高くそび

える天守閣を支える石垣は、き
れいに積み上げられている。し
かし、北東側だけは、大きな石
組がずれてしまっているのだ。
これも、空襲での1トン爆弾が
落ちたためという（表紙写真）。 
　天守閣を見て歓声を上げる
修学旅行生やツアー客。その
そばで、いったい何人の命が絶たれたのか。その命を失った家族
の苦しみはどれほどだろう。石垣は、自らを傷つけられながら、
傷つけあう人間の、どんな姿を見つめてきたのだろうか。 
　天守閣の横には、レンガづくりの第四師団司令部庁舎の建物（前
大阪市立歴史博物館）が並び立つ。大手門をくぐって、外堀の南
をまわると、戦争の犠牲になった子どもや教職員を鎮魂する教育
塔が立つ。子どもたちも、この戦争で将来の人生とその夢を絶た
れた。決して戦争を繰り返してはならないと心から思う。ゆるや
かな坂を下ると、ピースおおさかの文字が見えてきた。 

（「フィールドワーク－大阪城周辺に残る戦争の傷あと（ピースおおさか発行）」参照） 

人権尊重社会を実現するためには、様々な偏見や差別を受けている人の状況・気持ちを「想像」することと、豊かな人権文化を
「創造」することが必要です。この情報誌がこれらの「そうぞう」につながるように－－そんな思いが込められています。 
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■戦争の恐ろしさを生々しく語っていただき、「戦
争が終わったことで、最初に思ったことが、ゆっ
くり寝ることができる」という一言に、現在の平
和の有難さを改めて感じました。（T） 

■「正義」という正しさの持つ力に怖さを感じた。 
時間は無限大ではない。私ができることは？ 
命を大切にするとは？　 
日常の中で考えたい。（M） 
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